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1　まえがき

地球観測の手段の一つに,散乱メカニズムに基づいて

散乱成分に電力分解する四成分散乱モデル分解法という

手法がある.しかし,この手法を用いた場合, 電力値が

負になるという物理現象に反した現象が発生し,解析結

果に影響を与えてしまう.本研究では,散乱モデル分解

法のアルゴリズムを理論的に見直し,検証を行うことを
目的とする.

2　散乱モデル分解法

四成分散乱モデル分解法[1]とは,観測された3×3

の平均化Coヽ・anance行列を表面散乱,二回反射,体積

散乱, Helix散乱の四つの散乱成分に分解する手法であ

る.この手法を用いる際,まず体積散乱成分を求める必

要がある.その体積散乱モデルを求める際,実測データ

の散乱行列(¥s.HH¥ )と(¥svvl )の比によって,図1の
ような分類で体積散乱Covariance行列を決定している.
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図1　従来の体積散乱行列の分類

3　新しい体棟散乱モデルを用いた散乱モデル分解法

従来の散乱モデル分解法[1]では, 3つの体椅散乱Co-
variance行列によって,体積散乱成分の計算を行ってい

る.今回,この分類をより細かく,合計7つの体積散

乱Covariance行列を利用して体積散乱成分の計算を行

うことにより,より正確な推定を行った. (15HH¥ )と

(¥svv¥ )の比が-2dBから2dBの領域における分類を図
2のように変更して検証を行った.

4　推定結果

提案手法を適用し,負の値を持つパッチ数の変化を表

1に,解析画像を図3に示す.解析に用いたデータはロ

シアのプリアチアで得られたSIR-C/X-SARのL-band
データである.図3における白い領域が負の値を持つ

領域である.図3,表1から.表面散乱,二回反射に関

して負の値を持つパッチ数が若干減少していることが分
かる.
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(a)従来手法 (b)提案手法

図:i　解析結果

表1負の値のパッチ数の割合(%)

5　まとめ

本研究では,散乱モデル分解法のアルゴリズムに着目
し,体拙散乱Covariance行列を考えることにより.衣
面散乱.二回反射に関し,精度を改善するための手法を

検討した.その結果.表面散乱,二回反射に関し負の値
を持つ統域を若干減少させることができ,多少の精度の

改善を得ることができた.
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